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取 便所 水洗便所
改造 工事 下水道 接続

工事 資金融資制度 利
用 出来 。
詳 上下水道課

三
月
二
十
三
日、

那
珂
川
町
馬

頭
浄
化

通
水
記
念
式

典

行

。

通
水
式

、
地
権
者、
来
賓、

町
関
係
者

約
百
二
十
名

出

席
、

球

割

後、

川

崎
町
長

通
水

押

。式
典

川
崎
町
長
、「

本
日

通
水
式

迎、

地
権
者

皆

、

国
・
県
・
下
水
道

事
業
団
並

町
民

皆

関
係
各
位

指
導

支

援

賜

、

心

感
謝
申

上

。

今
後
、

施

設

効
率
的

維
持
管
理

努

、

一
層

水
洗

化

普
及

努

」

。新
町、

室
町、

南

町、

田
町

一
部

下
水
道

使

用

。

馬
頭
町
、

小
口

北
沢
地
区

不
法
投
棄
物

適
正
処
理
方
策

、

平
成
十
六
年
四
月

県

営
最
終
処
分
場
建
設

解
決

図

決
定
、

県

要

望
書

提
出

。

後、

庁
内

環
境
整
備
推

進
会
議

設
置
、

一
年
間

検
討
、

平
成
十
七
年
四
月

「

馬
頭
町
地
域
振
興
策
基
本
方
針」

（

広
報

平
成
十
八
年
三

月
号
参
照）

取

。平
成
十
七
年
八
月
十
一
日、

合

併

前

馬
頭
町

責
任

栃
木
県
知
事

「

馬
頭
町
地
域
振

興
策
基
本
方
針」

基

、

当

面

諸
問
題

次

支

援

要
望

。

基
準

超

有
害
物
質

重
金
属

含

廃
棄
物
、

管
理

型
処
分
場

遮
断
型
処
分

場

搬
入

。

馬
頭
最
終
処

分
場

管
理
型
処
分
場

、

定

入

。
受

入

廃
棄
物

、

多
重
安
全

観
点

、

次

挙

様
々

検
査

実
施

、

受

入

基
準

適
合

廃
棄
物

搬
入

防

。

廃
棄
物

搬
入

、

事
前

書
類
検
査、

有
害
物
質
等

分
析
検
査、

立

入

検
査
等

合
格

特
定

事
業
者

限

。

搬
入

廃
棄
物

伝
票

（
）

照
合

、

排
出
事
業
者、

廃
棄
物

種
類、

性
状
等

、

実
際

目
視

廃
棄
物

確
認

。

、
受

入

基
準

寸
法

確
認

。搬
入

廃
棄
物

中

受

入

基
準

適
合

廃
棄

物

入

廃
棄
物

開

検
査（

展
開
検
査）

。

抜

打

的

廃
棄
物

採
取
、

有
害
物
質
等

基
準

適
合

検

査

。外

、

住
民
監
視

導
入
、

住
民

直
接
監

視

検
討

。

なかがわ

くみ り を に
する と に

する に を
することが ます
しくは まで

セ
ン
タ

の

が

わ
れ
ま
し
た

に
は

な
ど

が

し

く
す

を

っ
た

が

ボ
タ
ン
を

し
ま

し
た

で

は

を

え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
は

の

さ
ま

は
も
と
よ
りび

に

の

さ
ま
は

じ
め

の
ご

と
ご

の

で
あ
り

か
ら

し

げ
ま
す

は

こ
の

の

な

に

め

る
と
と
も
に

よ
り

の

の

に

め
た
い

と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た

こ
れ
に
よ
り

の

で

が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

は

の

の

の

と
し
て

に

に
よ
り

を

る
こ
と
を

し

へ

を

し
ま
し
た

そ
の

に

を

し

か
け

て

し

に

な
か
が
わ

を

り
ま
と
め
ま
し

た
を

に

の

と
し
て

に

に

づ
き

す
る

に
つ
い
て

の

に
つ
い
て

し
ま
し
た

を

え
る

や

を

む

は

で
は
な
く

に

し
ま
す

は

な
の
で

め
ら
れ
た
も
の
し
か

れ
ら
れ

ま
せ
んけ

れ

に
つ
い
て

シ
ス
テ
ム
の

か
ら

に

げ
る

な

を

し

け

れ

に

し
な

い

の

を

ぐ
こ
と
と

し
て
い
ま
すを

で
き
る
の
は

の

の

ち

り

に

し
た

の

だ
け

に

り
ま
す

さ
れ
る

を

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

と

し
て

の

を
チ
ェ
ッ
ク
し

に

に
よ
り

を

し
ま

す

ま
た

け

れ

に
あ
っ

た

で
あ
る
こ
と
も

し
ま

す

さ
れ
た

の

に

け

れ

に

し
な
い

が

っ
て
い
な
い
か

を

け
さ
せ
て

し
ま
す

さ
ら
に

き

ち

に

を

し

が

に

し
て
い
る
か
を

し
ま
す

そ
の

に
も

シ
ス

テ
ム
を

し

が

で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま

す
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①
事
前
審
査

②
受

入

時
検
査

③
埋

立

時
検
査

処
分
場

危
険

物

有
害
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搬
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心
配

？

け

れ

め

て

に

な

や

な

が

さ
れ
な
い
か

で
す
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昨
年
十
月

合
併
、

町
名

「

那
珂
川
町」

。

「

保
育
所」

「

保
育
園」

変

、

保
育
目
標

「

子」「

子」

「

思

子」

、

新

気
持

保
育

。

昨
年
四
月、

不
安

中

泣

顔

見

子、

好

嫌

多

給
食

食

子、

友

遊
子、

自
己
主

張

強

子

個

性

一
年

過

三
月

、

落

着

見

成
長

大

感

。

四
月

、

〇
歳
児

五
歳
児

子

百
十
三
名

声

集
団

生
活

始

。

進
級

入
園

嬉

気
持

不
安

受

止

、

一
人

保
育
士

友

過

楽

感

、

自

分

好

遊

見

保
育
園

楽

思
思

。

、

顔

洗

、

服

着
脱

、

排
便

自
立

自
分

自

分

良

習
慣

丈
夫

体

豊

心、

強

意
志

持

主

育

職
員
一

同
頑
張

。

「

気

力

」

言

言
葉

。

「

気

」

、

自
分

身

回

以
外

人

思

。「

力

」

、

腕
力

意
志
意
欲

精
神
力

言

人

、

本
当

思

。

私

「

気

力

」

子

育

念
願

。

なかがわ

に

し

が

に
な
り
ま
し
た

も

に

わ
り

も

げ
ん
き
な

あ
い
さ
つ
の
で
き
る

い
や
り
の
あ
る

と
な
り

た
な

ち
を
も
っ
て

に

あ
た
っ
て
い
ま
す

の

で

き

を

せ
て
い
た

き

い

が

く
て

を

べ
ら
れ
な
か
っ

た

お

だ
ち
と
の

び
が
う

ま
く
で
き
な
か
っ
た

が

く
て
す
ぐ
に
け
ん
か
に
な
っ

て
し
ま
っ
た

な
ど
い
ろ
い
ろ

が
あ
り
ま
し
た
が

が

ぎ

る

ご
ろ
は

す
っ
か
り

ち

い
て

ち
が
え
る
ほ
ど

の

き
さ
を

じ
ま
す

か
ら
ま
た

か
ら

ま
で
の

ど
も

の
に
ぎ
や
か
な

と
と
も
に

が

ま
り
ま
し
た

や

で

し
い

ち
や

を

け

め
て

ひ
と
り
が

や

だ
ち
と

ご
す
こ

と
を

し
い
と

じ
た
り

の

き
な

び
を

つ
け
て

が

し
い
と

え
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
と

っ
て

い
ま
す

ま
た

を

っ
た

り

を

し
た
り

の

な
ど

の
こ
と
は

で
す
る

い

と

な

と

か
な

い

の

ち

に

て
よ
う
と

っ
て
い
ま
す

は
や
さ
し
く
て

も
ち

と

う

が
あ
り
ま
す

は
や
さ
し
く

は

の

の

り

の

に

い

や
り
を
も
つ
こ
と

も
ち

は

で
は
な
く

と

い
っ
た

だ
と

っ
た

が

い
ま
し
た
が

に
そ
の
と
お

り
だ
と

い
ま
す

た
ち
は
こ

の
よ
う
な

は
や
さ
し
く
て

も
ち

の

ど
も
に

て
た
い
と

し
て
い
ま
す
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私 見 日本が る
毎週水曜日 夜、私

大田原市 日本語講座
出席 。
英語教師 英語
話 外国人 会

、毎週
。

日本語 教 先生 外国人生徒 同様、
経歴 。

話 述 、長谷川 （事業 主
催者） 含 、 先生方 全員 。組織
全体 親善 。報酬 得 、先
生方 毎週教 来 、 加 毎月、日本語 指導
向上 集 。
日本文化 、私 献身 向上心 気 、

分 始 。自分 趣味
娯楽 追及 大切 。目的 目立
競争 、 全力 尽 自己最高

追 。 、自分自身 向上
。

中学生 入学時点 始 活動 選択 見
方針 確認 。彼 年間、毎日、自分 選
部活動 練習 。日本 、上手下手 関 、

専念 自己 全力 尽 活動 大切 。主 、優
、 活動 専念

大切 。 、努力 通 達成 。北米 、
優 ・ ー 、部活動 自己同
一性 、専念 日本 重 。
決 活動 専念 、 自分 同一性 明確

満足感 自分 与 。 、自分 仕事
活動 誇 持 自己向上 秘訣 、私

今 気 。
今 、私 優 言及
価値 思 。世界、自分 人生、自分

仕事 、 愚 考 方 分 。
活動 関 、最終 目標 ー 適
行動 成果 自慢 、 全力 尽
、専念 仕事 活動 誇 持 。

文化 違 考 、 毎
週、誠実 日本語講座 出席 、少 分

。

の は
で に

しています そこで
は のほかに
を せる に える
チャンスがあり の
ハイライトのひとつです

を えてくれる は と さまざま
な があります
なぜこの を べたかというと さん の

を め この は ボランティアです
も のためだけにあります を なくても
は えに て それに えて の
のためにも まります

について はこの さや に づき
よさが かり めました がチャレンジできる や

を することが のようです は つこと
や することではなく むしろ を くして
レベルを うこと すなわち を させること
です

が から まるクラブ の を ると
この を できます らは で
んだ を します では に わらず

し の を くす が です として
れていることではなく その に しているかどうか

が です それは を し されます では
れていなければクラブ スポ ツ により
ができず することは ほど んじていません
まった に し それで の を にす

るという を に えます ところで の
や に りを つことが の であると は
まで づいたことがありませんでした
まで はどのことについても れていなければ

する がないと いました の の
について これは かな え と かりました どん

な に しても の はエリ トに したレベル
の と を することではなく むしろ を く
し した や に りを つことです
この の いをよく えると なぜボランティアが

にこの に しているか しは か
りました

2


